
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 

学校名 大原簿記情報医療専門学校津校 
設置者名 学校法人 名古屋大原学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難

商業実務 

専門課程 

税理士・企業会計

科（2年制） 

夜 ・

通信
34 単位 7単位

商業実務 

専門課程 

医療事務科 

（2年制） 

夜 ・

通信
33 単位 7単位

医療事務科 

（1年制） 

夜 ・

通信
5単位 4単位

商業実務 

専門課程 

情報処理科 

（2年制） 

夜 ・

通信
28 単位 7単位

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

事務室に備え付け、希望者には閲覧可能 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由）



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

学校名 大原簿記情報医療専門学校津校 
設置者名 学校法人 名古屋大原学園 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/yakuin.pdf

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤（学外者） 元上場企業役員秘書 

2026.6.13

～2030 定時

評議員会終

結のとき 

経営全般及び利益

相反の監督機能 

非常勤（学外者） 税理士 

2026.6.13

～2030 定時

評議員会終

結のとき 

経営全般及び利益

相反の監督機能 

（備考）



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 大原簿記情報医療専門学校津校 

設置者名 学校法人 名古屋大原学園 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程 

 授業計画は、年に 2回実施される外部委員により構成されている教育課程編成委員

会の第 1回の提言を受け、現在の社会情勢を反映させ、校長・教員により実務に即

した内容となっているかを検討した後に、第 2回の委員会により承認を受けた上で

作成がされる。また、資格試験等の内容に変化があるためそれらの確認を行った後

に作成が開始される。 

授業計画の作成・公表時期 

 授業計画の作成は、上記の内容を踏まえて担当する教員が 12 月頃より作成を開始

し、2月末までに作成を完了する。そして、3月末に公表を行う。） 

（受業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書の公表方法
ホームページにて公表 

ohara.ac.jp/info/report/tsu/
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１．履修する授業科目の成績評価は、原則として試験（筆記試験・論文・レポート・

実技・その他）により行う。 

２．成績評価基準、および成績証明書などの成績の表記は、下表のとおりとする。 

判定 評価点
成績証明

書表記
GP 成績評価内容

合 格

100～90 点以上 秀 4 
十分に到達目標を達成し、優

れた成果をおさめている 

90 点未満～80点以上 優 3 
到達目標を達成し、成果をお

さめている

80 点未満～70点以上 良 2 
到達目標を一定基準に達成

している 

70 点未満～60点以上 可 1 目標を満たしている 

不合格 60 点未満 不 0 
到達目標を達成していない 

（欠席者を含む）

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

1. GPA 制度 
GPA とは、「Grade Point Average」の略で、授業科目の成績評価に対して点数（Grade 

Point）を与え、その点数にそれぞれの単位数をかけた値の合計を、履修登録した科目

の総単位数で割って算出した平均値のことを示す。学修への取り組みを質的に把握す

るための指標である。不合格の科目となった場合も算出対象となるので、計画的な履

修が必要となる 

2. 成績評価と GP 
成績評価 GP 点数

秀 4 100 点～90 点以上 

優 3 90 点未満～80点以上 

良 2 80 点未満～70点以上 

可 1 70 点未満～60点以上 

不可 0 60 点未満 

3. GPA 算出方法
GPA＝（科目 GP×単位数）の合計／履修登録科目の合計単位数 

 ※小数点第 2位以下四捨五入 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法

ホームページにて公表 

https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/syllabus/202

6/2026gpa_ngt.pdf

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

１ 卒業認定に関する具体的な内容 

①２年制           ６２単位以上 

②１年制           ３１単位以上 

２ 卒業に認定に関する方針の適切な実施状況 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、定める単位数以上を修得し、卒業判定委員会

の卒業審査に合格した者について卒業の可否を決定する。卒業の認定は、最終学年の

終わりに行う。進級基準、卒業基準を満たさない者は留年処分とする。また、学校長

は所定の認定をしたと認める者に卒業証書を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法
https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/syllabus/2026/20
26gpa_ngt.pdf



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 

※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。

学校名 大原簿記情報医療専門学校津校 

設置者名 学校法人 名古屋大原学園 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/zaimu.pdf

収支計算書又は損益計算書 https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/zaimu.pdf

財産目録 https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/zaimu.pdf

事業報告書 https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/jigyou.pdf

監事による監査報告（書） https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/zaimu.pdf

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

商業実務 
商業実務 

専門課程 
税理士・企業会計科 〇  

修業

年限
昼夜

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 62 単位
92単位 68 単位 9 単位 0 単位 0 単位

169 単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

30 人 25 人 0 人 1 人 2 人 3 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程 

 授業計画は、年に 2 回実施される外部委員により構成されている教育課程編成委

員会の第 1回の提言を受け、現在の社会情勢を反映させ、より実務に即した内容と

なっているかを検討した後に、第 2 回の委員会により承認を受けた上で作成がさ

れる。また、資格試験等の内容も変化があるためそれらの確認を行った後に作成が

開始される。 

授業計画の作成・公表時期 

 授業計画の作成は、上記の内容を踏まえて担当する教員が 12 月頃より作成を開始

し、2月末までに作成を完了する。そして、3月末に公表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．履修する授業科目の成績評価は、原則として試験（筆記試験・論文・レポート・

実技・その他）により行う。 

２．成績評価基準、および成績証明書などの成績の表記は、下表のとおりとする。 



判定 評価点
成績証明

書表記
GP 成績評価内容

合 格

100～90 点以上 秀 4 
十分に到達目標を達成し、優

れた成果をおさめている 

90 点未満～80点以上 優 3 
到達目標を達成し、成果をお

さめている

80 点未満～70点以上 良 2 
到達目標を一定基準に達成

している 

70 点未満～60点以上 可 1 目標を満たしている 

不合格 60 点未満 不 0 
到達目標を達成していない 

（欠席者を含む）

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 卒業認定に関する具体的な内容 

２年制           ６２単位以上 

２ 卒業に認定に関する方針の適切な実施状況 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、定める単位数以上を修得し、卒業判定委員

会の卒業審査に合格した者について卒業の可否を決定する。卒業の認定は、最終学年

の終わりに行う。進級基準、卒業基準を満たさない者は留年処分とする。また、学校

長は所定の認定をしたと認める者に卒業証書を授与する。

学修支援等 

（概要） 

科目毎の欠席日数に応じて、担任・教務責任者・学校長の面談を実施。長期欠席者に

関しては、保護者を交えての面談を実施。生活指導においては、担任より生活及び試

験前の支援を面談により実施。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

9 人

（100％）

2人

（22.2％）

7人

（77.8％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

トヨタ自動車、アインスエーオート、赤福、中立電機、かふか接骨院、 

ＮＴＮ桑名製作所、特定医療法人同心会 遠山病院 

（就職指導内容） 

キャリアサポートによる就職ガイダンスの実施、担任による個別面談、面接練習の授業

の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

税理士（簿記論・財務諸表論）日商簿記検定、ファイナンシャルプランナー、秘書検定、

Word・Excel 検定 

（備考）（任意記載事項） 



中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

24 人 3 人 12.5％

（中途退学の主な理由） 

精神的不安定、就職、病気 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教職員等による定期的な個別面談、保護者との連携及び責任者との面談。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

商業実務 
商業実務 

専門課程 
医療事務科 〇  

修業

年限
昼夜

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 62 単位
82単位 49 単位 18 単位 0 単位 0 単位

149 単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

50 人 24 人 0 人 2 人 1 人 3 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程 

 授業計画は、年に 2 回実施される外部委員により構成されている教育課程編成委

員会の第 1回の提言を受け、現在の社会情勢を反映させ、より実務に即した内容と

なっているかを検討した後に、第 2 回の委員会により承認を受けた上で作成がさ

れる。また、資格試験等の内容も変化があるためそれらの確認を行った後に作成が

開始される。 

授業計画の作成・公表時期 

 授業計画の作成は、上記の内容を踏まえて担当する教員が 12 月頃より作成を開始

し、2月末までに作成を完了する。そして、3月末に公表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．履修する授業科目の成績評価は、原則として試験（筆記試験・論文・レポート・

実技・その他）により行う。 

２．成績評価基準、および成績証明書などの成績の表記は、下表のとおりとする。 

判定 評価点
成績証明

書表記
GP 成績評価内容

合 格

100～90 点以上 秀 4 
十分に到達目標を達成し、優

れた成果をおさめている 

90 点未満～80点以上 優 3 
到達目標を達成し、成果をお

さめている



80 点未満～70点以上 良 2 
到達目標を一定基準に達成

している 

70 点未満～60点以上 可 1 目標を満たしている 

不合格 60 点未満 不 0 
到達目標を達成していない 

（欠席者を含む）

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 卒業認定に関する具体的な内容 

２年制           ６２単位以上 

２ 卒業に認定に関する方針の適切な実施状況 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、定める単位数以上を修得し、卒業判定委員

会の卒業審査に合格した者について卒業の可否を決定する。卒業の認定は、最終学年

の終わりに行う。進級基準、卒業基準を満たさない者は留年処分とする。また、学校

長は所定の認定をしたと認める者に卒業証書を授与する。

学修支援等 

（概要） 

科目毎の欠席日数に応じて、担任・教務責任者・学校長の面談を実施。長期欠席者に

関しては、保護者を交えての面談を実施。生活指導においては、担任より生活及び試

験前の支援を面談により実施。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

12 人

（100％）

0人

（0％）

12 人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

ニチイ学館津支店、医療法人なかがわ整形外科リハビリクリニック、三重県厚生農業協

同組合連合会、医療法人ひかり中村整形外科皮フ科、医療法人Ｆ＆Ｆ 福喜多眼科、会

福祉法人恩賜財団済生会支部三重県済生会明和病院、医療法人しんたに整形外科クリニ

ック、メディカル一光、清水医院、くろい歯科クリニック、みえ消化器内科、医療法人

ハートクリニック福井、メディカルウィングス、 

（就職指導内容） 

キャリアサポートによる就職ガイダンスの実施、担任による個別面談、面接練習の授業

の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

医事コンピュータ技能検定試験、医療請求事務検定、医療秘書実務検定、医師事務作業

補助者実務能力認定試験、秘書検定準 1級、Word 検定、Excel 検定、日商簿記検定 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

30 人 0 人 0％



（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教職員等による定期的な個別面談、保護者との連携及び責任者との面談。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

商業実務 
商業実務 

専門課程 
医療事務科   

修業

年限
昼夜

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 昼間 31 単位
20単位 12 単位 15 単位 0 単位 0 単位

47 単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

10 人 0 人 0 人 1 人 1 人 2 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程 

 授業計画は、年に 2 回実施される外部委員により構成されている教育課程編成委

員会の第 1回の提言を受け、現在の社会情勢を反映させ、より実務に即した内容と

なっているかを検討した後に、第 2 回の委員会により承認を受けた上で作成がさ

れる。また、資格試験等の内容も変化があるためそれらの確認を行った後に作成が

開始される。 

授業計画の作成・公表時期 

 授業計画の作成は、上記の内容を踏まえて担当する教員が 12 月頃より作成を開始

し、2月末までに作成を完了する。そして、3月末に公表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．履修する授業科目の成績評価は、原則として試験（筆記試験・論文・レポート・

実技・その他）により行う。 

２．成績評価基準、および成績証明書などの成績の表記は、下表のとおりとする。 

判定 評価点
成績証明

書表記
GP 成績評価内容

合 格

100～90 点以上 秀 4 
十分に到達目標を達成し、優

れた成果をおさめている 

90 点未満～80点以上 優 3 
到達目標を達成し、成果をお

さめている

80 点未満～70点以上 良 2 
到達目標を一定基準に達成

している 

70 点未満～60点以上 可 1 目標を満たしている 

不合格 60 点未満 不 0 
到達目標を達成していない 

（欠席者を含む）



卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 卒業認定に関する具体的な内容 

１年制          ３１単位以上 

２ 卒業に認定に関する方針の適切な実施状況 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、定める単位数以上を修得し、卒業判定委員

会の卒業審査に合格した者について卒業の可否を決定する。卒業の認定は、最終学年

の終わりに行う。卒業基準を満たさない者は留年処分とする。また、学校長は所定の

認定をしたと認める者に卒業証書を授与する。

学修支援等 

（概要） 

科目毎の欠席日数に応じて、担任・教務責任者・学校長の面談を実施。長期欠席者に

関しては、保護者を交えての面談を実施。生活指導においては、担任より生活及び試

験前の支援を面談により実施。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

1 人

（100％）

0人

（0％）

1人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

医療法人 河口外科 

（就職指導内容） 

キャリアサポートによる就職ガイダンスの実施、担任による個別面談、面接練習の授業

の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

医療請求事務検定、医療秘書実務検定、医師事務作業補助者実務能力認定試験、 

Word 検定、 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

1 人 0 人 0％

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教職員等による定期的な個別面談、保護者との連携及び責任者との面談。 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士

商業実務 
商業実務 

専門課程 
情報処理科 〇  

修業 昼夜 全課程の修了に必要な総 開設している授業の種類 



年限 単位数 講義 演習 実習 実験 実技 

2 年 昼間 62 単位
54単位 92 単位 0 単位 0 単位 0 単位

146 単位 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数

60 人 49 人 0 人 2 人 1 人 3 人

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程 

 授業計画は、年に 2 回実施される外部委員により構成されている教育課程編成委

員会の第 1回の提言を受け、現在の社会情勢を反映させ、より実務に即した内容と

なっているかを検討した後に、第 2 回の委員会により承認を受けた上で作成がさ

れる。また、資格試験等の内容も変化があるためそれらの確認を行った後に作成が

開始される。 

授業計画の作成・公表時期 

 授業計画の作成は、上記の内容を踏まえて担当する教員が 12 月頃より作成を開始

し、2月末までに作成を完了する。そして、3月末に公表を行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．履修する授業科目の成績評価は、原則として試験（筆記試験・論文・レポート・

実技・その他）により行う。 

２．成績評価基準、および成績証明書などの成績の表記は、下表のとおりとする。 

判定 評価点
成績証明

書表記
GP 成績評価内容

合 格

100～90 点以上 秀 4 
十分に到達目標を達成し、優

れた成果をおさめている 

90 点未満～80点以上 優 3 
到達目標を達成し、成果をお

さめている

80 点未満～70点以上 良 2 
到達目標を一定基準に達成

している 

70 点未満～60点以上 可 1 目標を満たしている 

不合格 60 点未満 不 0 
到達目標を達成していない 

（欠席者を含む）

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 卒業認定に関する具体的な内容 

２年制           ６２単位以上 

２ 卒業に認定に関する方針の適切な実施状況 

卒業の認定は、修業年限以上在学して、定める単位数以上を修得し、卒業判定委員

会の卒業審査に合格した者について卒業の可否を決定する。卒業の認定は、最終学年

の終わりに行う。進級基準、卒業基準を満たさない者は留年処分とする。また、学校

長は所定の認定をしたと認める者に卒業証書を授与する。

学修支援等 



（概要） 

科目毎の欠席日数に応じて、担任・教務責任者・学校長の面談を実施。長期欠席者に

関しては、保護者を交えての面談を実施。生活指導においては、担任より生活及び試

験前の支援を面談により実施。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

23 人

（100％）

0人

（0％）

23 人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

ＪＭＵシステムズ、東洋ワーク、日本陸送、ギャル、オクムラ、廣瀬精工、丸の内まつ

なが眼科、メイケイ、アスパーク 名古屋オフィス、アレクシード、松阪電子計算セン

ター、フランスベッド、第一コンピュータリソース、テクノプロ テクノプロ・デザイ

ン社、第一コンピュータリソース、アレクシード、三重県農協情報センター、セラク、

アイ・シー・エス、中尾製作所、ニットー・オート・トレーディング、ナビオコンピュ

ータ中部支社他 

（就職指導内容） 

キャリアサポートによる就職ガイダンスの実施、担任による個別面談、面接練習の授業

の実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者、MOS Word Specialist、MOS Excel Specialist、MOS PowerPoint 

Specialist、サーティファイ WEB クリエーター能力認定試験 

（備考）（任意記載事項） 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

55 人 4 人 7.2％

（中途退学の主な理由） 

精神的不安定 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担当教職員等による定期的な個別面談、保護者との連携及び責任者との面談。 



②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

2年制 

税理士・企業

会計科
200,000 円 860,000 円 220,000 円

2年制 

医療事務科
200,000 円 860,000 円 220,000 円

1年制 

医療事務科
200,000 円 860,000 円 220,000 円

2年制 

情報処理科
200,000 円 860,000 円 220,000 円

修学支援（任意記載事項） 
・日本学生支援機構の奨学金制度が利用できます。 

・特別奨学生制度(資格経歴認定特別奨学生、兄弟姉妹等特別奨学生)により学費の一部が免除されます。 

・一定要件を満たす者には、学生支援制度（一人暮らし支援）により一定金額の支援を行います。

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

URL：https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/tsu_obs.pdf

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学園の教育理念は、学生に対して資格取得教育、実務教育を施し、人格の陶冶を行い、

もって有義な産業人を育成することである。この教育理念に基づき実践的な教育が実

現出来ているか、また、その教育を実現するため必要な環境が整っているかについて、

学校関係者評価委員会を設置し、「専修学校における学校評価ガイドライン」から評価

する。 

・主な評価項目：6項目（教育理念目標、目的及び目標の設定等、教育課程の編成と授

業科目、学生の受入れ学生支援、教育実施組織・教員、教育の基盤と改善・向上の取り

組み）につき評価  

・評価委員会の構成：定数 5（関係業界 4・卒業生 1）  

・評価結果の活用法：校長を責任者とし、職員の自己評価結果（年度末実施）をベース 

に評価を実施（翌年度初）。指摘改善箇所があった場合、職員とともに具体的な改善案 

を検討し、当該年度の学校運営に反映させる。 

第三者評価の委員 

所属 任期 種別 

三重県県議会議員 令和 7年 4月 1日～ 

令和 9年 3月 31 日 

企業等委員 

青谷第一自治会長 令和 8年 4月 1日～ 

令和 10 年 3 月 31 日 

地域住民 

会計事務所 取締役 令和 7年 4月 1日～ 

令和 9年 3月 31 日 

企業等委員 

社会医療法人 令和 7年 4月 1日～ 

令和 9年 3月 31 日 

卒業生 

株式会社松阪電子計算センター  

理事 

令和 8年 4月 1日～ 

令和 10 年 3 月 31 日 

企業等委員 

第三者評価結果の公表方法 



ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.ohara.ac.jp/info/pdf/assessment_t_obs.pdf

（備考） 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.ohara.ac.jp/tobs/


